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学術論文 � 『デザイン理論』 63/2013

１　はじめに

　今日注目されている，少女の好む「カワイイ」デザインは，少女である証として少女達を他

と区別する指標として歴史の中で生み出されてきた。少女，女学生，あるいは「カワイイ」文

化については近年，社会学者やデザイン研究者など，多くの領域で研究が進められている。今

日に至る「カワイイ」の意味の広がり，大衆化については増渕宗一1，四方田犬彦2 らが着目し，

その語の持つ本質を日本文化の一側面として捉え，カワイイの美学的な意味，価値観を明らか

にしている。また，「カワイイ」デザインについての考察は増淵の他，島村麻里3，古賀玲 

子4 などにより，ファッションからファンシーグッズに至るまで，その特徴が明らかにされて

いる。さらにこれらのモノのデザインに見られる共通する特徴については，古賀，増渕らの考

察に加え，真壁智治5 による感性工学的な定性分析がある。

　このカワイイ文化研究と並行し，その歴史的な源泉となる明治以降の女学生文化についての

論考も本田和子6 以降，今田絵里香7，渡部周子8 などにより成果がまとめられ，近代的なジェ

ンダーが確立されていく中，少年に対峙する少女という曖昧な社会集団が階層化，ジェンダー

化されていく状況を明らかにしている。

　本研究では近代日本における少女という存在の出現，そしてその少女観が変容していく中で，

少女的なデザイン9 が生成していく過程を明らかにする。明治から現代に至る少女的なデザイ

近代日本における少女的表象の生成について
― 商品デザインの特徴分析から ―
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ン文化の特徴は「商品」と「手作り」の２つに大別することが出来る。少女向けの既製の「商

品」が市場を拡大するとともに，少女文化の中には常に「手作り」，あるいは既製のモノを自

分で飾り付ける「デコる」文化が大きな割合を占めている。一方では少女という共同体に同一

化するための均質なデザインへの志向性，他方では自己を他と差別化させるためのオリジナル

のデザインへの志向性，この一見相反するような特徴が少女文化には存在しているが，この２

つは少女が自らのアイデンティティを確立するために必要な表裏をなしているものであり，ど

ちらも詳しく研究すべき対象であると考えられる。

　このうち本稿では「商品」に焦点をあて，商品デザインの特徴分析を，具体的には少女雑

誌・少女漫画の挿絵や付録調査，弥生美術館所蔵品調査などから，特に少女観の変化と照合さ

せ，時代背景とともに考察した10。

２　少女観の変遷

　本研究では具体的な少女デザインの分析を行う前提として，日本における「少女」の出現以

降，少女観の異なる大きく３つの時期に区分した。

	 ２－１　少女の誕生と少女共同体意識の芽生え

　最初の時期を，「少女」の誕生期とする。子ども期同様，少年，少女といった概念もまた，

近代の中で人為的につくりだされたものであった。明治初期には初等・中等教育における男女

の区別はなく，「少年」は女の子も含んだ概念であったが，1887（明治20）年の中等学校令以

降，中等教育は男子を対象としたものになり，結婚して家に入る女子は対象外となる。残され

た女子教育は，1999（明治32）年の高等女学校令により中流家庭を担う良妻賢母の育成の場

として再編されていく。

　「少年」が専ら男子を指し示し，女子を排除したことによって，対概念として生み出された

のが「少女」であった。結婚までの中途半端な時間を費やす少女という時期を，本田和子は

「宙吊りの状態」と表現し，幼女でもなく既婚女性でもない，それのみで完結した存在である

と指摘した11。肉体的には結婚可能であっても，猶予期間として限られた自由な時間を享受で

きるのが，この女学校というシステムだったのである。

　戦前期の「少女」とは，高等女学校に通うことの許された，西洋文化に理解のある中で育っ

た，中流以上の裕福な家庭の子女を指していた12。少女であることはエリートの証であり，不

安定かつ少年に比べて著しく不利な状況であるにもかかわらず，多くの魅力に満ちたイメージ

をつくりだしていくことになった。そして，女学校に入学して少女になり得た恵まれた女性た

ちは，少年とは異なる自己矛盾や閉塞感といったものを隠ぺいしつつ，自らが特権的な集団に
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属していることを表示するようになる。ここで彼女達は，幼女や成人女性たちとも，あるいは

少年たちとも異なる「少女共同体」としてのアイデンティティの確立が必要となったのであり，

この状況に呼応して誕生した少女雑誌を中心に，彼女たちをとりまく特有のデザイン表象が生

み出されることになった。

	 ２－２　戦後の少女観

　明治末からの女学生文化の中でつくられた少女イメージは第二次大戦後，変化を余儀なくさ

れた。1947（昭和22）年，学校教育法で小・中学校が義務教育となり，10代前半の女の子は

全員が学生となった。さらに高度経済成長期以降，男子だけでなく女子の高校進学率も上昇を

続け，1955（昭和30）年では47.4％（男子55.5％），1965（昭和40）年では69.6％（男子

71.7％）13 と上昇し，女学生＝少女は急速にその数を増大させていく。さらに教育基本法第5条

で中等教育の男女共学化が明文化され，閉ざされた少女だけの集団でいることができなくなる。

既往研究では，この時期の少女に現れた最も大きい変化は「異性愛」の受容であることが指摘

されている。今田絵里香は『ひまわり』14 において紹介され始めた異性愛小説において，セク

シャリティは完全に排除されていたが，『ジュニアそれいゆ』15 の頃から異性は実体を伴った存

在となってきていることを指摘した16。今田はこの時，それまでの「少女」とは異なる読者が

浮上してきたことに着目し，それが「ジュニア」であったと述べている。ここでの「ジュニ

ア」は少女だけでなく少年も含まれる概念として捉えられた。特にジュニアの男子は同誌では

「BOY」と称され，頻繁に取り上げられ，内藤ルネらのイラストにも描かれるようになってい

る。そして戦前の少女雑誌に見られた「抒情」的世界観は，「明朗快活」なものへと置き換え

られ，少年と対等で明るく積極的，行動的な少女のイメージが生まれていった。

　このような少女観の変化に伴い，1950～60年代には，少女雑誌は男性スターに関する芸能

情報誌，あるいは少女漫画雑誌に取って代わられ，女子中高生の増大に伴い，少女と呼ばれる

層は拡大し，大きな市場を形成することになった。しかしこの時期の新たな少女観である「恋

愛する主体としての少女」イメージは，必ずしも実態を伴うものではなく，少女漫画に見られ

るような「明るい男女交際」の妄想的なイメージのみが先行していったこともまた，事実で

あった。

	 ２－３　少女の大衆化と少女観の更新

　高度経済成長期以降，増加の一途を辿った女子高校進学率は1975（昭和50）年では93.0％

（男子91.0％）と９割を超え，男子を上回る高校進学率になっていく。この結果，女子高生

（女学生）はもはや特権的な存在ではなくなり，戦前から戦後にかけて醸成されていった特別
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な少女イメージの魅力は，大衆化に伴う価値の下落によって，急速に失われていくことになる。

　1970年代になると，大衆化した女子高生はごく普通の存在となり，難波功士の指摘するよ

うに，女子高生は一部の裕福な都会の名門私立高校生と不良少女（スケバン），そしてその他

大勢の普通の女子高生で構成されるに至った17。この状況が変化していくのは1980年代以降の

ことで，これを少女観が大きく変化した３つめの時期とする。大衆化していく少女たちは，既

に魅力を失いつつあった古い時代の少女文化を更新するため，次なる共同体の指標を求めるよ

うになった。1980年代半ば以降メディアが「女子高生ブーム」をつくり出すが，この頃から

女子校で制服改定が相次ぎ，この時採用されたブレザーにミニスカートという女子高生ファッ

ションは，1980年代末頃から「コギャル」と呼ばれた少女たちの風俗を生み，全国に拡散し

ていくことになる。彼女たちは，とくに女子高校生であることの証である制服を，ルーズソッ

クスや極端に丈の短いスカートなど，独自の方法で着崩し，ピンク色やキラキラしたもの，

キャラクターデザインなどを好み，かつての少女的な趣味も残しつつ，対極にあるような水商

売風の趣味をとりこむという，不思議な趣味の混在を見せた。宮台真司が明らかにしたように，

ブルセラ，援助交際といった女子高生たちの生態は，清楚な少女とは対極の少女イメージを形

成していった18。ここに至り，女子高生であることは，特権的な富裕階層の証ではなく，社会

から注目され優遇される，ある特定の期間であるという意味に変化しており，その期間にある

ことを示すための印が制服であり，また特有のデザインだったのである。この新しい少女イ

メージの出現を視覚化するべく，「カワイイ」が指し示す範囲は急速に拡大し，様々なデザイ

ン要素が少女の中で好まれるようになっていった19。

３　研究対象としての少女向商品と消費する場の広まり

　少女の誕生以降，他と差異化するためのデザインが少女のためのモノに付加されていった。

特にこのような少女的表象は，少女自身のお小遣いで購入できる「商品」に直接的に反映され

ることになった。さらに少女向商品の増加に伴い，それらを扱う小売店その他購入システムの

多様化が起こってくる。以下では，調査対象とすべき少女向商品及び消費の場の変遷を概観し

た。

	 ３－１　少女雑誌とその付録

　明治20年代になると少年雑誌が次々創刊されるが，初期の少年雑誌は少女も読者層として

想定され，「少女欄」などのコーナーも設けられていた。しかし次第に少年雑誌の読者が立身

出世を志す男の子に限定されるようになっていき，この傾向を受け少女のための雑誌が新たに

創刊されていくことになる。1902（明治35）年，初の少女雑誌『少女界』（金港堂）が創刊さ
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れると『少女の友』（1908，実業之日本社）（図１），『少女画報』

（1912，東京社）など，少女雑誌の創刊が相次ぎ，さらに大正後半に

なると，『少女倶楽部』（1923，講談社）など大量の発行部数を誇る

少女雑誌が現れた。さらに戦後も中原淳一の『それいゆ』（1946，ひ

まわり社）『ひまわり』（1947，ひまわり社）（図２）『ジュニアそれ

いゆ』（1954，ひまわり社）などが創刊，新しい時代の少女像を広め

るメディアとして機能していった20。これら少女雑誌では，吉屋信子

や川端康成などによる少女小説や詩，後述する竹久夢二，中原淳一，

内藤ルネといった挿絵画家による少女のイラストが人気を博した21。

　1950年代半ばから1960年代になり，先述のように異性への関心が

解放されていくにつれ，多くの少女雑誌は廃刊または改題となり，そ

れに代わって芸能やファッション情報の雑誌，あるいは『りぼん』

（1955，集英社）（図３）『少女フレンド』（1962，講談社）『マーガ

レット』（1963，集英社）といった少女漫画雑誌が創刊された。この

少女漫画という新たな雑誌メディアの中で，少女たちのイメージは視

覚的に再編されていくことになる。

　その後1980年代以降になると，少女達は衣服を含めた自分の身の

回りの情報をカタログ化されたファッション雑誌で獲得していくよう

になる。『Olive』（1982，マガジンハウス）にはじまり，『Cawaii!』

（1996，主婦の友社），『nicola』（1997，新潮社）など多くの少女向

ファッション誌が創刊され，少女たちは共同体への帰属意識を求めて，

より直接的な消費行動に向かうようになる。

　日本の少年少女雑誌の大きな特徴のひとつが，付録であるといえる。

少女雑誌とその付録は少女自身が購入可能な商品の代表であるといえ

る。少女雑誌メディアにおける少女イメージ形成と，その読者達に芽

生えた共同体意識はしばしば指摘されてきたが，付録は店頭で販売さ

れる商品の代替物であり，多くの少女にとって少女共同体に属するた

めのモノを手に入れる主要な回路であった。特に少女雑誌で人気の

あった中原淳一や松本かつぢ，内藤ルネなど人気挿絵画家のイラスト

が描かれた付録が戦前から戦後の少女雑誌で人気を集めた（図４）。

また，少女漫画の時代になっても『りぼん』など月刊誌では，この付

録文化は継承され，少女雑誌の付録と同様の傾向が見られ，一条ゆか

図１　�『少女の友』1911年
４月

図２　�『ひまわり』1947年
７・８月

図３　�『りぼん』1977年３
月

図４　�『 少 女 の 友 』 付 録
1933年10月
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り，陸奥 A 子など，人気漫画家のイラスト入りグッズが多く付けられた22。

　大塚英志は『りぼん』の付録の興隆について，「ファンシーグッズ化」と呼び，「モノとして

の価値を機能ではなくその〈かわいさ〉に見出した少女向けの生活雑貨」であるファンシー

グッズの一つとして，『りぼん』の付録が位置づけられると指摘している23。後述するように，

この時代になると少女向商品は，ファンシーグッズが全国で流通し，購入しやすいものになっ

ていた。このような中，『りぼん』に代表される漫画の付録は，店頭では購入できない人気漫

画家のイラスト入りという付加価値のついた，貴重な少女アイテムとして人気を集めたといえ

る。

	 ３－２　少女向商品の出現と流通

	 	 ３－２－１　少女向け雑貨店の出現

　少女たちがお小遣いで購入できる雑誌以外の商品は，便箋など

紙製文具やリボンなどの雑貨類だった。女学生向けの商品ははじ

め，小間物屋や百貨店で売られていた。大正から昭和にかけ，

様々な挿絵画家のイラスト入り便箋，レターセットなど紙製文具

が百貨店で販売されている24。小林かいち，高畠華宵，加藤まさ

をなどの挿絵入り文具がさくら井屋，日出づる国社，ベニバラ社

といったメーカーから商品化されていることが，弥生美術館調査

でも確認できた（図５）。しかしながら，これらの店は当然，少

女専用の空間ではなかった。

　少女概念の広まりとともに大正以降以降，少女特有のデザイン

が施されたオリジナル商品を専門に取り扱う小さな店が，わずか

ながら都市部に出現した。その嚆矢は大正３年（1914），竹久夢

二が東京日本橋に開店した「港屋絵草紙店」である。夢二のデザ

インした紙製文具や服飾類は女学生に大人気となったが，個人店

舗であるため需要に生産が追い付かなかった。

　さらに少女に人気の挿絵画家であった中原淳一は1940（昭和

15）年，麹町に服飾雑貨と洋裁の店「ヒマワリ」を開店し，ブラ

ウス，浴衣，スタイル・ブックなどを扱う一方，文具など安価な雑貨類も販売した。戦後も

1946（昭和21）年には神田神保町で「ひまわり」を再開，昭和23年には「ひまわり社ビル」

が完成し，１階の売店では中原淳一グッズが販売された（図６）。しかしこれら中原淳一らの

商品は少女たちに人気ではあったものの，自社製品の販売が主で量産には至らず，流通が拡大

図５　�便箋（高畠華宵）（弥生美術
館）

図６　ひまわりの店　昭和23年
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されることはなかった。

	 	 ３－２－２　ファンシー雑貨の広まりと少女向け商品の大衆化

　少女の拡大期である２番目の少女イメージの時期，少女共同体の指標となる商品需要が急速

に高まるが，旧来の個人の店では供給量は限界があった。この時現れたのが①百貨店などでの

ライセンス商品販売と②雑誌による通信販売システムである。

　1950年代半ば頃（昭和28年以降）から，全国のデパート，小売店に中原淳一，内藤ルネら

の商品を扱う「それいゆの店」がテナントとして入るようになる。特筆すべきは，この頃から

ひまわり社の自社製品だけでなく真美堂（便箋），浜田商店（スカーフ），ネモト（ハンカチ）

など，メーカーにライセンス製品をつくらせ，販売するようになっている点である。すなわち，

量産体制ができあがり，これを大量に販売するために，デパートのテナント販売が利用される

ことになったといえる。

　こうしたライセンス商品の量産は，内藤ルネその他イラス

トレーターにより，さらに展開されていく（図７）。クツワ

や学研，ミドリなど文具メーカーによる鉛筆，ノート，シー

ル，またハンカチ，紙バッグ，陶製置物その他インテリア雑

貨など，素材も紙，布類からビニール，プラスチック類など，

商品は多様化していき，1960年代半ばからは，少女漫画家

によるライセンス商品も目立つようになる（図８）。これら

は全国のデパート，文具店，そしてこの頃から広がりを見せ

始めたファンシーショップと呼ばれる少女向け雑貨店にて販売される

ようになり，少女の拡大に見合う大量の商品を供給していく体制を整

え，その後のサンリオなどに代表されるファンシーグッズ，キャラク

ター産業の興隆の素地をつくった。

　また，通信販売も量産商品のために本格的に導入された。少女向商

品の通信販売は戦前期に一部『ひまわり』でも行われていたが，

『ジュニアそれいゆ』誌上での「それいゆの店」通信販売以降，本格

化している。同誌には毎号，洋装の最新の少女ファッションが紹介されていたが，多くの少女

たちにとっては，現実離れした商品でしかなかった。通信販売も初め（1956年頃）は浴衣，

ブラウス，靴などファッション商品を紹介していたが，次第にバッグやカップ，ハンカチなど，

価格の安い小物類が中心となっていく（図９）。『ジュニアそれいゆ』で展開された通信販売は，

雑誌付録と同様，都心のデパートや個人ショップに行けない全国の少女にとって，少女的な商

図７　�内藤ルネのライセンス商品（弥生美
術館）

図８　�マーガレット下敷き
（弥生美術館）
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品の少ない入手経路であったといえる。

　こうした素地の上に1970年代以降，サンリオのようなファ

ンシーグッズ専門店が「ギフトゲート」とよばれる直営店や百

貨店などの委託販売店を多数展開し，ハローキティなど数々の

キャラクターを生みだし，幼児から成人女性までその愛好者を

広げ，少女期の枠組みを拡大させていったことは，周知の事実

である25。

４　少女向商品デザインの分析

　代表的な少女向商品とそれを入手する経路については，３で整理した通りであるが，これら

について調査を行った結果，その商品デザインには「少女」の誕生以降変らず受け継がれてい

る部分と，少女観の変化に伴い変化している部分があることが明らかになった。

	 ４－１　受け継がれる少女表象　

	 	 ４－１－１　商品の種類と平面性　

　少女雑誌では昭和初め頃から，少年雑誌と異なる付録の特徴が顕

著にみられるようになる。少年雑誌の付録が軍艦や戦車など，立体

的な組み立て作業を楽しむものになっていく26 一方，神野研究室で

行った少女雑誌の付録調査によると27，便箋，封筒，しおり，バッ

グ類など，挿絵画家・漫画家のイラストが活かせる平面的な小物類

が多く，実用的な付録が大半を占めていた（図10）。収納ボックス

やバッグなど立体物に印刷されることもあったが，少女達の関心は

何よりも面として描かれたイラストにあったといえる。これは戦

前・戦後の少女向け雑貨店の紙製文具類や，その後のライセンス商

品にも該当する。

　戦後に普及したライセンス商品の中でも注目すべきが「ハン

カチ」（図11）で，前述の『ジュニアそれいゆ』の通信販売で

最も多く確認でき，特に1958年頃から急増している。中原淳

一や内藤ルネの絵柄の付いたハンカチは，少女たちが購入しや

すく，かつ少女的な印を商品本体に付けやすい平面的な形状の，

まさしく紙製文具を継承する商品だったといえる。

　こうした平面に印を付けるという特徴は，少女が少年に比べ，

図９　�『ジュニアそれいゆ』1960年１
月

図10　�『りぼん』1981年７月付
録（ノート）（弥生美術
館）

図11　�内藤ルネ　ハンカチ（弥生美術
館）



25

少女であるという証を実生活で示し，また自己確認するために自らの生活の周辺を「少女的な

るもの」で埋めていく必要があったからと考えられる。彼女たちには，少女の誕生以降常に変

わらず少女共同体を意識させる「少女らしさ」の表象を示す記号が必要だったのであり，人気

挿絵画家，漫画家のイラストは，重要な「印」として機能していた。

	 	 ４－１－２　少女的なモチーフ

　2011（平成23）年６月に神野研究室で実施した Afternoon Tea や Plaza などの雑貨店現地

調査によると，今日，少女的なものとして広く認知されている文様には，花柄，チェック，星，

フルーツ，ドット，ハート，動物などが挙げられる。しかしこうした文様が，特に少女に相応

しいものとして描かれるようになったのは，かなり初期からのことであった。少女雑誌の表紙

と挿絵について文様調査28 を行ったところ，多くの「少女的文様」が戦前期から既に現れてい

た。ここでは，『少女の友』は1909（明治42）年から1955（昭和30）年までの203冊，『それい

ゆ』1946（昭和21）年から1960（昭和35）年までの61冊，『ひまわり』は1947（昭和22）年

から1952（昭和27）年までの69冊，全333冊29 の調査結果を紹介する30。

　調査の結果，挿絵の衣服やインテリアなどに描かれた文様は，花柄，動物，フルーツ，リボ

ンなどが多く見られ，さらに星柄やドットなどがこれに続いた。これは今日の代表的な少女柄

と，ほぼ一致するものであった。

　例えば花柄は，ひまわりやバラといった洋花が多く使われ，それまでの和風の柄との差異化

が図られた。少女＝可憐に咲く花というイメージ図式は，吉屋信子『花物語』31 に代表される

ように，繰り返し少女雑誌に登場する。中原淳一も，花言葉，花占いなど，花にまつわる付録

を多く制作している。特に様々な洋花は，それまでの古風な花鳥風月とは異なるイメージをつ

くりだし，可憐な少女の象徴としてイラストの少女の背景や紙製品の文様として頻繁に用いら

れている。

　また，今日でも少女たちに好まれる文様として定着している犬や

猫，うさぎ，クマといった動物文様が誌上で現れたのは早く，

1915（大正４）年『少女の友』ではウサギ文様の和服が描かれて

おり（図12），その後も，リスやヒヨコなどの文様などが描かれて

いる。こうした動物は可愛らしく単純化され，幼児性を帯びた形態

となっている。少女期それ自体，幼児から大人へ移行する間の猶予

期間として位置付けられ，肉体的に成熟してもなお，大人に組み込

まれることを拒むという，特殊な時期あると考えるなら，少女たち

の大人になりたくない心理をよく表しているのが，この動物柄であ 図12　『少女の友』1915年１月
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ると考えられる。

　また，フルーツ柄も，戦前から描かれたモチーフであった。

竹久夢二の絵にもサクランボやイチゴの柄が登場しているが，

さらに戦後，1947（昭和22）年の『ひまわり』で，洋服にサ

クランボ柄が描かれ，その後も座布団カバーやスカーフなどに

イチゴ柄などが使用されている（図13）。夢二が昭和初期に手

がけた千疋屋の仕事からの影響も考えられるが，それだけでな

くフルーツ柄の多くは赤を用いており，当時少女を表す色で

あった赤色，そしてその丸味を帯びた単純なフォルム，甘いイメージなどが，少女を表象する

のに適していたものと考えられる。

　これらの文様は，どれも丸みを帯びた，親しみやす

い，単純化されたフォルムが特徴的である。着物の文

様にしても，以前の着物などの花鳥風月とは異なる単

純化が，ここでは進行していることがわかる。この

フォルム上の特徴が，少女的な可愛らしさの表現とし

て定着していくことになるのだが，その背景を考える

上で重要な役割を果たしていたのが，少女達の手芸文

化であったと考えられる。当時の少女雑誌には，頻繁に手芸の記事が掲載されており，少女達

が自分の手により，刺繍やアップリケなどを自分の持ち物やインテリアに施し，「少女的世

界」をつくることを推奨している。1951（昭和26）年『それいゆ』，同年発行された『それい

ゆ手芸集』（図14）などの花のモチーフは，どれも柔らかく丸い形が印象的であり，単純化さ

れている。こうした手芸は，少女達にも簡単に出来るような，単純化されたフォルムとなって

いることが多く，結果として幼児性を帯びた，可愛らしいデザインが少女達に採用されていっ

たと考えられる。

	 ４－２　変容する少女表象

　こうした変わらない要素があるとともに，少女観が大きく変わっていく時代，それを可視化

していくため，デザイン的な特徴が変化した部分も見られた。

	 	 ４－２－１　少女図像

　少女雑誌や少女漫画で活躍する挿絵家や漫画家が描く少女図像については，既往研究32 でも

述べられているように，戦前期のはかなげな憂いを帯びた清純な少女像（図15）は，戦後に

図13　�『ジュニアそれいゆ』1960年４
月

図14　『それいゆ手芸集』1951年
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なり快活で明朗な少女像へと変化

し，同時に若干の幼児性を帯びた

デフォルメが進んでいく。特に２

番目の少女イメージ期には異性と

一緒の図像が増えていくが，この

デフォルメによってセクシャリ

ティを排除した明るい表現となって

いる（図16）。

	 	 ４－２－２　少女の色

　本研究を進める中で，比較的明確に変化の過程が認められたのが，色彩である。少女を表象

する色について，ジェンダー的なバイアスが少女の色＝赤やピンクといった暖色系という観念

を形成してきた，といった認識以上，これまでそれほど踏み込んだ考察はなされていない。こ

の少女特有の色の変遷を明らかにするため，神野研究室では少女雑誌の表紙及びカラー口絵と，

少女漫画の付録について，そこで用いられている主な色彩の調査を行った。

　色についてのジェンダー化された志向について，色彩心理学の研究では，原始時代の狩猟採

集において，女性には木の実の成熟具合を識別する能力が，狩猟を行う男性よりも必要とされ

ていたため，という仮説をとりあげている33。しかしこうした理由付けは今日的なジェンダー

と色彩についての十分な説明にはなっておらず，地域によって様々な色彩の志向性があること

もわかっている。既往研究では暖色系をひとまとめで捉えており，赤とピンクの違いは特に重

要視していない。色彩の志向性については，生物学的な脳のメカニズムだけで解明されるもの

ではなく，文化社会的な背景が大きく関わっているといえる。

　戦前期の少女雑誌の挿絵には，多く赤色が用いられている。例えば

『新少女』の第１巻第８号，第２巻第２号の表紙に見られるような竹久

夢二の描く少女には，衣服にも，また背景のカーテンなどテキスタイル

にも赤色が用いられている。中原淳一の描く少女も，例えば『少女の

友』1940年５月号の表紙（図17）では赤と白の太い縞模様の着物姿の

少女が描かれ，戦後洋服の少女が多く描かれるようになっても，『ひま

わり』『ジュニアそれいゆ』の表紙絵において，1950年代までは依然と

して赤色の水玉，チェック，花柄，フルーツ柄などが支配的であった。

　少女雑誌の時代（1960年前後まで）には少なくとも少女＝赤のイメージが強かったと思わ

れる。これと連動するように，雑誌付録や店で販売された紙雑貨類も赤色が突出して多く用い

図15　『少女の友』1935年５月 図16　�『ジュニアそれいゆ』1960年９
月

図17　�『少女の友』1940
年５月
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られていた。夢二の描いた椿やフ

ルーツ柄の千代紙や文具，さらに中

原淳一の「ひまわり」グッズなど，

ピンクよりも赤色が主体の商品構成

であった。しかし今日では，少女を

表象する色は圧倒的にピンクであり，

少女が集まる雑貨店の店員へのヒア

リングや現地調査結果でも，陳列さ

れている商品の中でピンクの商品は

極めて多く見られた。

　この少女を表象する色の変化がいつ起こったのかを明らかにするため，神野研究室では少女

雑誌に代わって少女の読み物となった少女漫画の付録の色彩について，調査を行った34。変化

の時期が『ジュニアそれいゆ』ではまだ訪れておらず，それ以降であることから，調査対象は

『りぼん』とし，カラーの付録予告がスタートした1958年から1990年まで，各月の付録の色を，

前号の付録予告ページから辿った35。

　調査結果は表の通りであるが，これを見ると創刊当初からピンク色は意外と多く用いられて

いる。これは前の時代の少女雑誌と異なる点である。ただし，1970年代末までは，ピンクは

赤と同数程度あるいはそれ以下の割合で推移しており，大きな変化は1979年から1980年あた

りで，年間を通してピンクが多用されるようになる。この結果を分析すると，少女が出現して

以降1950年代半ばまで少女の色は赤だったが，戦前からの古い少女イメージを打ち消すため，

新しい色彩表象を必要としたものと考えられる。しかしながら過渡期の状況では赤とピンクは

拮抗状態を保ち，新旧の少女イメージが混在する状況がしばらく続いた，ということが読み取

れる。この時期を越え，新しい少女イメージに完全に更新されたのが1980年前後であり，こ

こからピンクが少女の色彩表象として主流となっていく。その背景には

最初に述べた，３番目の少女観の出現期に該当する時代，すなわち少女

の大衆化に伴う少女イメージの変容があり，それに応じて新しい少女共

同体の印として「赤ではない色」を少女特有の色にしようとする力が働

いたと考えられる。

　この頃を境に雑誌の付録だけでなく，多くの雑貨やファッションにピ

ンクが多く使用されるようになっている。例えば1975年発売のサンリ

オのハローキティも全体的に赤色の要素を多く含んでいたが，1990年

代からピンク色の使用が見られるようになり，女子高生の間で大流行と

表　『りぼん』のピンク色の付録の数（井伊，2008）

図18　�スケジュール帳　
1990年代

　　　�（『MY KITTY』飛鳥
新社，1997年）



29

なった（図18）。これには，少女特有の色が赤からピンクへと移行していた当時の状況が前提

としてあったのである36。

５　おわりに

　以上のように，少女という概念が誕生して以降，そのイメージが変容するに従い，それがデ

ザイン表象の変化として視覚化されていった。しかし同時に，少女的デザインには，少女の誕

生以来継承されている要素も多く見られた。こうしたデザインの特徴は，少女たちが，時代の

変化に柔軟に適応しつつも，その共同体を維持していくために必要な表象であったといえる。

個々の要素については今後詳しく考察することが求められるが，さらにこうした商品が流通を

拡大していく状況と，デザインの変化との関係も，より明らかにしていく必要があるだろう。

　本論文では1980年代以降の商品デザインや雑誌分析の部分が十分に紹介できなかったが，

これについては近年の社会学者の「カワイイ」研究を参照しつつ，歴史的な変容という視点で

再検討する機会を設けたい。さらに，戦前から今日に至る手芸や手作りをめぐる少女のデザイ

ンは，いわばモノのカスタマイズによる少女の自己表現であり，商品デザインとともに重要な

分析対象であるため，今後に残された研究課題としたい。

※�本論は，意匠学会第54回大会「近代日本における少女的表象の生成について ― 商品デザ

インの考察から ―」（2012年７月）での発表に一部加筆・修正を加えました。
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